
 
公園内で見ら 
れる植物 

 

写真は３月１０日（日） 

自然観察会で見られた 

植物です 
 
 
 
 

 



 
コショウノキ（ジンチョウゲ科） 

花／雄雌別株。1～4 月、枝先に芳香のある花を頭状に数個つける。 

 

 

ヒサカキ（ツバキ科） 

花／お雄雌別株。葉腋に鐘形～壺形の花を１～３個下向きに咲き、強い臭気がある。 

 



 

オオバヤシャブシ（カバノキ科） 

花／雌雄別株。３～４月、葉の展開とほぼ同時に開花する。雌花序の下に雄花序が並ぶ。 

果歩はヤシャブシのように枝先に集まらない。 

 

ウメ（バラ科） 

花／２～３月。葉の展開前に開花する。芳香がある。 



 

テイカカズラ（キョウチクトウ科） 

茎や葉を乾燥し、煎じて解熱や強壮などの薬用にする。 

 

 

クロモジ（クスノキ科） 

材は白く、独特の香気があるので楊枝にする。 

 
 



 

ヒメオドリコソウ（シソ科） 

葉は対生し、葉の先はとがっている。上部の葉は密集してつき、赤紫色を帯びる。 

 
 

 

ホトケノザ（シソ科） 

対生する葉を蓮座に見立てたもの。葉はまるい。 

※春の七草のホトケノザではない。 


